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学
芸
員
調
査
ノ
ー
ト

年　代　　昭和十三（1938）年

サイズ　　横75cm×縦13cm

所　蔵　　当館蔵

出土地　　西条市半田山遺跡

年　代　　縄文時代早期

所　蔵　　愛媛県教育委員会（当館保管）

　瀬戸内海燧灘南岸では、半田山遺跡同様、標高100

ｍ前後の丘陵地に多くの弥生集落が存在しています

が、実は縄文時代早期の頃にも、こうした丘陵地を積

極的に利用していたことが発掘調査によって明らか

になってきました。その理由については、遺跡から

「落し穴」と思われる土坑や、木の実等の植物質食料

を加工するための「凹石」が多く出土していること等

から、当時の丘陵地は、狩猟や採集といった生業活動

に適していた場所であったと考えられます。

恩
賜
の
義
手

歴史

貫
通
銃
創
」、つ
ま
り
右
上
腕
部
を
銃
弾
が

貫
通
す
る
負
傷
を
し
ま
し
た
。命
は
取
り

と
め
た
も
の
の
、野
戦
病
院
で
右
上
腕
部

の
三
分
の
一
を
の
こ
し
切
断
手
術
を
受
け

ま
し
た
。そ
の
後
、広
島
陸
軍
病
院
、東
京

第
一
陸
軍
病
院
へ
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
義
手
は
、昭
和
十
三（
一
九
三
八
）

年
に
東
京
第
一
陸
軍
病
院
に
入
院
中
、当

時
の
皇
后
陛
下
か
ら
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。

指
先
の
関
節
部
分
の
表
現
な
ど
、
金
属
・

木
・
布
等
で
非
常
に
精
巧
に
作
ら
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
在

と
技
術
の
差
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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に
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時
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軍
病
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で
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ま
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島
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　本
資
料
は
、戦
争
や
兵
士
に
関
わ
る
貴

重
な
素
材
で
あ
り
、特
に
戦
後
様
々
な
面

で
苦
労
さ
れ
た
傷
痍
軍
人
の
実
態
を
知
る

こ
と
の
で
き
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料
と
言
え
ま
す
。

　本
資
料
は
、日
中
戦
争
で
負
傷
し
た
軍

人
の
義
手
で
す
。こ
れ
を
身
に
つ
け
て
い

た
方
は
、大
正
元（
一
九
一
二
）年
に
県
内

に
生
ま
れ
、昭
和
八（
一
九
三
三
）年
に
現

在
の
善
通
寺
市
に
あ
っ
た
第
十
一
師
団
工

兵
第
十
一
大
隊
に
入
営
し
ま
し
た
。翌
年

現
役
満
期
を
迎
え
予
備
役
と
な
り
ま
し
た

が
、同
一
二
年
に
起
こ
っ
た
日
中
戦
争
に

動
員
さ
れ
、第
二
次
上
海
事
変
で「
右
上
膊

（
主
任
学
芸
員

　平
井 

誠
）

考古 高山寺式土器

　写真の資料は、当館の常設展示室１に竪穴住居を

原寸復元している半田山遺跡から出土した縄文土器

です。半田山遺跡は、今から約2,000年前の弥生時代

中期末～後期初頭の遺跡であり、瀬戸内海を望む丘

陵性の集落として知られていますが、本資料は、それ

よりも遡ること約7,200年前の縄文人たちも、この地

で生活を営んでいたことを証明してくれるものです。

　この土器は、表面に大きな楕円の文様を付けてい

ますが、これは木でできた軸に、大粒の楕

円文を彫刻し、それを器面に転がして文様

を付けた回転押型文系の土器で、「高山寺

式土器」と呼ばれています。その器壁は１

㎝を越える厚手の土器で、口縁部の内面に

は棒状工具や指によって沈線が施されて

いるものもあります。

（専門学芸員　兵頭　勲）

※高山寺式土器は、テーマ展「常設展示室にある復元住居の遺跡－半田山遺跡と片山内福間遺跡－」（会期：平成25年6月16日まで）に展示しています。
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博物館が映画館にへんしん!?
懐かしのアニメ作品を上映します。
①鉄腕アトム
②あしたのジョー劇場版
日　時／
①8月4日（日）
10：30～/13：30～/15：30～
②8月14日（水）
10：30～/14：00～

場　所／多目的ホール
定　員／各回先着294名
※共通観覧券一枚につき、入場整理券一枚をお渡しいたします。
　整理券の配布はいずれも9：00より開始いたします。

昭和ヒーロー図鑑昭和ヒーロー図鑑昭和ヒーロー図鑑
特別展会期中（7/9～9/1）の
土・日・祝および夏休みイベン
ト期間（8/13～8/18）はス
ペシャルなイベントが盛りだ
くさん。この夏はれきはくへ
レッツ・ゴー！

　れきはくでは、4月23日から6月9日の期間、特別展「民具王国　びっくり　ミス
テリーツアー」を開催し、会期中の土曜・日曜・祝日には、各種イベントを実施しまし
た。5月4日にはゴールデンウィークイベントとして、伊賀流忍術集団「黒党」による
「開校！忍術教室」を行いました。忍術教室には約560名の方にご覧いただき、ま
た、抽選に当選した方には忍術を体験していただきました。
　また、人気の体験イベント「お菓子なこいのぼり」には、お子様から大人の方ま
で、多くのお客様が体験され、個性あふれるオリジナルのこいのぼりがたくさん出
来上がりました。更に、こども歴史館では、毎年恒例となった「鎧の着付け体験」に
加え、今年は「忍者の着付け体験」を実施しました。室内は、カッコいい戦国武将や
忍者になりきったこどもたちで賑わいました。たくさんのみなさまのご来館、誠に
ありがとうございました。

れきはくの夏☆スタンプラリー
館内をまわって、はに坊スタンプを集めよう！
日　時／特別展会期中　9：00～17：30（受付は17：00まで）
場　所／常設・企画展示室
※特別・常設展共通券（当日券）が必要です。

れきはくの夏☆スタンプラリー
館内をまわって、はに坊スタンプを集めよう！
日　時／特別展会期中　9：00～17：30（受付は17：00まで）
場　所／常設・企画展示室
※特別・常設展共通券（当日券）が必要です。

特別展関連イベント
「懐かしのヒーロー映画上映会」

れきはくこども夏まつり
金魚すくいやスーパーボールすくい！射的に輪投げなどなど、
れきはくに夜店風のイベントが勢ぞろい♪
日　時／8月13日（火）～16日（金）
　　　　10：00～12：00／13：00～17：00
場　所／エントランスホール
材料費／500円

れきはくこども夏まつり
金魚すくいやスーパーボールすくい！射的に輪投げなどなど、
れきはくに夜店風のイベントが勢ぞろい♪
日　時／8月13日（火）～16日（金）
　　　　10：00～12：00／13：00～17：00
場　所／エントランスホール
材料費／500円

関連イベントのご案内

特別展 ★

★

れきはくお化け屋敷 part４

～武家屋敷の怪～
ぶ　  け　　や しき かい

れきはくお化け屋敷 part４

～武家屋敷の怪～
ぶ　  け　　や しき かい

夏のれきはく恒例のおばけ屋敷第4弾！
謎のカラクリと恐怖に満ちた武家屋敷が、
暑い夏を涼しくしてくれるかも！？

日　時／7月13日（土）～9月1日（日）
　　　　【平日】（8月12日は午前中も実施）
　　　　13：00～16：00
　　　　【土・日・祝および8月13日～16日】
　　　　10：00～12：00／13：00～17：00
場　所／こども歴史館
※特別・常設展共通券（当日券）が必要です。

©手塚プロダクション・虫プロダクション

※各イベントの事前申込みは受け付けておりません。　※各イベントの受付時間は終了時間の30分前までとさせていただきます。　※友の会会員は1回無料。

花咲く♡乙女ブレスレットをつくろう
お花のおはじきをつなげてブレスレットをつくろう！
日　時／特別展開催期間中の土・日・祝日および8月12日
　　　　10：00～12：00／13：00～16：00
場　所／エントランスホール
材料費／200円

花咲く♡乙女ブレスレットをつくろう
お花のおはじきをつなげてブレスレットをつくろう！
日　時／特別展開催期間中の土・日・祝日および8月12日
　　　　10：00～12：00／13：00～16：00
場　所／エントランスホール
材料費／200円

えらんでつくろう！オリジナルリング
たくさんのパーツの中から、好みのものをえらんで、
指輪をつくっちゃおう！ お化け屋敷で光る夜光パーツもあるよ☆
日　時／特別展開催期間中の土・日・祝日および8月12日
　　　　10：00～12：00／13：00～16：00
場　所／エントランスホール
材料費／150円

えらんでつくろう！オリジナルリング
たくさんのパーツの中から、好みのものをえらんで、
指輪をつくっちゃおう！ お化け屋敷で光る夜光パーツもあるよ☆
日　時／特別展開催期間中の土・日・祝日および8月12日
　　　　10：00～12：00／13：00～16：00
場　所／エントランスホール
材料費／150円

ダンボール工作DE昆虫＆恐竜をつくろう
ダンボール工作で、恐竜やカブトムシ・クワガタムシをつくろう。
のりやハサミを使わず簡単にできます。
日　時／特別展開催期間中の土・日・祝日および8月12日
　　　　10：00～12：00／13：00～16：00
場　所／エントランスホール
材料費／350円

ダンボール工作DE昆虫＆恐竜をつくろう
ダンボール工作で、恐竜やカブトムシ・クワガタムシをつくろう。
のりやハサミを使わず簡単にできます。
日　時／特別展開催期間中の土・日・祝日および8月12日
　　　　10：00～12：00／13：00～16：00
場　所／エントランスホール
材料費／350円
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歴史・文書講座　13：30～15：00 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号①「南予の中世文書を読む①」
　　　　　日　時：8月3日（土）
　　　　　講　師：土居　聡朋（当館学芸員）

講座番号②「南予の中世文書を読む②」
　　　　　日　時：8月11日（日）
　　　　　講　師：土居　聡朋（当館学芸員）

講座番号③「伊達宗城と公家の交流－三条実万－」
　　　　　日　時：9月8日（日）
　　　　　講　師：藤田　正（当館学芸課長）

講座番号④源氏物語連続講座③「少女若紫の発見－若紫巻」
　　　　　日　時：9月21日（土）
　　　　　講　師：伊井　春樹（当館名誉館長）

講座番号⑤「伊達宗城と旗本の交流－岩瀬忠震－」
　　　　　日　時：9月29日（日）
　　　　　講　師：藤田　正（当館学芸課長）

民俗講座　13：30～15：00 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号①「南海地震・津波の記録と言い伝え
　　　　 －古代から昭和南海地震まで－」
　　　　　日　時：6月23日（日）
　　　　　講　師：大本　敬久（当館学芸員）

講座番号②「愛媛の子育て－産婆と母子衛生－」
　　　　　日　時：9月1日（日）
　　　　　講　師：松井　寿（当館学芸員）

考古講座　13：30～15：00 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号①「弥生時代の山住みの集落と高地性集落」
　　　　　日　時：6月8日（土）
　　　　　講　師：柴田　昌児氏（(公財)愛媛県埋蔵文化財センター資料係長）

講座番号②「今治平野の中世集落」
　　　　　日　時：6月16日（日）
　　　　　講　師：柴田　圭子氏（(公財)愛媛県埋蔵文化財センター担当係長）

体験講座　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号①「昔の香り体験～小学生のはじめて香道～」
　　　　　日　時：6月9日（日）　13：30～15：00
　　　　　講　師：橋本　典子氏（香十）
　　　　　参加費：200円
　　　　　対　象：小学生　※保護者の方は見学可能です。

講座番号②「レジン（透明樹脂）を使って小物をつくろう」
　　　　　日　時：7月7日（日）　13：30～15：30
　　　　　講　師：池田　知子氏（作家）
　　　　　参加費：500円～1,500円
　　　　　対　象：小学生～一般

講座番号③「弘法大師空海の生誕地を訪ねる」（香川県善通寺市）
　　　　　日　時：7月20日（土）　7：30～18：30
　　　　　講　師：大本　敬久（当館学芸員）
　　　　　参加費：3,150円
　　　　　対　象：小学生～一般
　　　　　※前回と同じ内容のため、平成24年度同講座の参加者はご遠慮
　　　　　　ください。

講座番号④「別子飴工場見学ととんぼ玉体験」（新居浜市）
　　　　　日　時：8月4日（日）　8：30～18：00
　　　　　参加費：3,200円
　　　　　対　象：小学生～一般

講座番号⑤「海洋堂ホビー館見学」（高知県）
　　　　　日　時：8月24日（土）　9：30～16：30
　　　　　参加費：3,500円
　　　　　対　象：小学生～一般

講座番号⑥「弘法大師空海と石鎚山」（西条市）
　　　　　日　時：9月7日（土）　8：00～17：30
　　　　　講　師：大本　敬久（当館学芸員）
　　　　　参加費：4,000円
　　　　　対　象：小学生～一般

●発行日　平成25年6月1日 　●編集/発行　愛媛県歴史文化博物館

Museum　Calendar　2013.7-9 ■休館日
8月

日 月 火 水 木 金 土

32

4 5 6 7 8

1

9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20

272625

21 22

29

23

30 31

24

28

お問い合わせ：企画普及グループ・歴史文化講座係
ＴＥＬ（0894）62-6222 ／ ＦＡＸ（0894）62-6161

平成 25年度 歴史文化講座 上期

【ホームページ】　http://www.i-rekihaku.jp
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区分 一般 団体（2割引）

65歳以上
観覧無料

250円 200円

常設展
テーマ展

新常設展

中学生以下 無料 無料
大人（高校生以上） 500円 400円

※企画展・特別展の観覧料はその都度定めます。
※団体は20名以上です。
※テーマ展をご覧いただくには、常設展示観覧料が必要です。

ご利用案内
■開館時間　9:00～17:30（入館は17:00まで）
■休 館 日　月曜日（下記カレンダーをご参照ください）
■観 覧 料
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▲

「夏休みイベント」 平成25年8月13日（火）～8月18日（日）

企画展「四国遍路ぐるり今昔」
平成26年2月11日（火・祝）～3月31日(月)

特別展「昭和ヒーロー図鑑」
平成25年7月9日（火）～9月1日(日)

▲

「開館記念イベント」 平成25年11月10日（日）

▲

「新春イベント」 平成26年1月2日（木）～1月5日（日）

特別展「三瀬諸淵―シーボルト最後の門人―」
平成25年10月9日（水）～12月1日(日)

※都合により、行事や展示、日程などについては、変更・中止される場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。
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　希望する講座名・講座番号とご住所・お名前・年齢・電話番号など
必要事項を記入し、開講日の1週間前（体験講座①・②・③・④・⑤・⑥
は2週間前）までにハガキなどでお申し込みください。
※定員に満たない場合は、申込締切後にも受付けます。応募者多数
の場合は抽選となりますので、あらかじめご了承ください。参加費
は、昼食代・講師謝金・施設観覧料等の実費です。

【講座の申込方法】

（定員：20名）

（定員：20名）

（定員：30名）

（定員：30名）

（定員：30名）

（定員：30名）

バスツアー

親子で
参加OK!

バスツアー

親子で
参加OK!

バスツアー

親子で
参加OK!

バスツアー

親子で
参加OK!
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6月18日（火）・19日（水）
博物館では、年に1回、収蔵資料をかびや害虫から守るため、くん蒸（虫・菌
の防除）を行っています。

7月17日（水）～9月2日（月）は休まずに開館し
ております。

臨時休館のお知らせ

夏休みは毎日開館しています！


